
地場産業のミニトマト栽培を
ＳＤＧｓをとおして問い直す授業

三河地区



１ 三河地区の研究のポイント
(1) 指導と評価の一体化
(2) ＳＤＧｓをフィルタにした問い直し
(3)特色のある授業実践



21/10/17 22時35

分

段階 内容
Plan(計画) 問題把握・目標設定・計画立案
Do(実行) 解決策の実行
Check(評価) 問題の解決に向かっているかを評価
Action(改善) 評価を基にした改善

１ 三河地区の研究のポイント
(1) 指導と評価の一体化

問題解決的な学習の過程
SDGs

SDGs



☆ 技術分野

１ 三河地区の研究のポイント
(2) ＳＤＧｓをフィルタにした問い直し



１ 三河地区の研究のポイント
(3) 特色のある授業実践
① 授業⇦産業・生産者の視点
② 地場産業に関わる題材設定

⇨つながり
⇨学びの広がり・深まり
⇨創造的・教科固有の学び



例１ 奥三河天狗なす

設楽町

あいちの伝統野菜

奥三河天狗なす保存会

栽培に手間がかかる

１ 三河地区の研究のポイント
(3) 特色のある授業実践
② 地場産業に関わる題材設定



例２ 矢作大豆

岡崎・矢作川流域

八丁味噌の主原料

原種 品種改良

商品の流通

１ 三河地区の研究のポイント
(3) 特色のある授業実践
② 地場産業に関わる題材設定



例４ うずら

豊橋・蒲郡

地域の活性化

卵の殻の再利用

無休

１ 三河地区の研究のポイント
(3) 特色のある授業実践
② 地場産業に関わる題材設定



例３ 三河漆

奥三河 ブランド化

伝統工芸

１ 三河地区の研究のポイント
(3) 特色のある授業実践
② 地場産業に関わる題材設定



２ 研究のねらい
(1) 目指す生徒像
目標をもって作物の栽培を行うことで、その目

標にあった栽培方法を調べたり、問題が起きた時
の解決方法を探ったりすることができる生徒

「よりよい生活の実現に向け」



２ 研究のねらい
(1) 目指す生徒像
収穫した作物を評価をし、安全性や経済面につ

いての考えを取り入れながら栽培計画を振り返り、
これからの地域の農業を自分事として考えられる
生徒

「持続可能な社会の構築に向け」



グループで作物の栽培を行い、他者との対話に重
点をおいて授業を展開していくことで，

適切な管理の選択や、問題が起きた時のよりよい
解決方法を考えることができるであろう

２ 研究のねらい
(2) 研究の仮説
研究の仮説１



収穫後に、これまで行ってきた栽培方法が栽培の
目標（味，安全性、経済性、生産性）の達成に寄与
したかを考えることで、

今後の地域の農業について考えが深まるであろう

２ 研究のねらい
(2) 研究の仮説
研究の仮説２

問い直し



３ 授業実践
(1)地場産業に関わる題材設定

（手だて①）題材：ミニトマト

愛知県 第2位 豊橋市第４位



３ 授業実践
(1)地場産業に関わる題材設定

（手だて①）題材：ミニトマト

多様な栽培目標立案が可能



３ 授業実践
(2)問い直しの場の設定１(手だて②③)



３ 授業実践
(2)問い直しの場の設定１(手だて②③)



３ 授業実践
(2)問い直しの場の設定１(手だて②)



３ 授業実践
(2)問い直しの場の設定２(手だて②)



３ 授業実践
(2)問い直しの場の設定２(手だて②)



３ 授業実践
(2)問い直しの場の設定２(手だて②)



４ 研究のまとめ
(1) 成果



４ 研究のまとめ
(1) 成果
題材：地場産業向学力〇
農家の方の協力
⇒知識・技能◎ 向学力

思考判断表現

知識技能



４ 研究のまとめ
(2) 課題１

農家の方からの学び
↳確かめ△
理由の追求△ 向学力

思考判断表現

知識技能



４ 研究のまとめ
(3) 課題２
生徒の思い 農家の方の思い

未解決の課題を自
分たちの手で解決
していけたら

そんな簡単なこと
じゃない

豊橋のトマトを
守っていきたい

若い人に続けてほ
しいとは思わない



ご清聴ありがとうございました。


